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研究成果の概要（和文）：中古品の流通形態の変化が、自動車静脈産業の立地体系に大きく作用した。1970年代
以降の「ネットワーク化」の進展により、国内企業の立地体系が集積から分散へと変化した。一方で、特に1980
年代以降、移民系企業（家）が増加した。移民系企業にとって、社会関係資本を要因とする「近接性」がより重
視されるため、特定地域への集積現象も観察された。また、中古車オークションは、移民系企業の当該産業への
参入ハードルを低くしたが、このことにより、会場近辺への集積現象もみられるようになった。これら現象の根
底には動脈サイドとは異なった、静脈サイド独自の「中古品の経済的属性」が大きく作用していることも一定程
度解明できた。

研究成果の概要（英文）：Changes in the distribution of second-hand goods had a major impact on the 
location system of the automobile reuse industry. With the progress of "networking" since the 1970s,
 domestic automobile reuse companies shifted from concentrated locations to decentralized locations.
 On the other hand, especially since the 1980s, the number of immigrant companies has increased. 
Since immigrant companies attach more importance to "proximity", concerned with social capital, the 
phenomenon of agglomeration in specific areas was also observed. In addition, used car auctions have
 lowered the barriers for immigrant companies to enter this industry, and this has led to the 
situation of agglomeration near these site. It was also clarified to a certain extent that these 
situations were largely influenced by the ``economic attributes of second-hand goods'' .

研究分野：経済学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
静脈産業の立地の論理は動脈産業とは異なるものである。それは、静脈産業が対象とする中古品や廃棄物の経済
的属性が密接に関連する。財が有するこれら属性から立地理論を構築しようとしたことが本研究の学術的意義で
ある。また、リユース・リサイクルの重要性が益々増大する中で、「ニッチ」であるが故に、社会的にも依然と
してその（国際）資源循環全体における位置づけが十分に理解されていないとも思われる。本研究における、こ
れら産業の展開メカニズムや資源循環プロセスにおける役割を明確にする方向性は極めて重要で、社会的意義も
高い。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

1990年代以降の自動車静脈産業に関する研究は廃棄物発生量の増大と不適正処理や不法
投棄問題、国際資源循環といった現代的課題への対応が中心であり、これら産業の空間的展
開のメカニズムに関する研究が十分とはいえなかった。一方、申請者らは本研究開始前から
貿易部門を含む移民系企業の自動車静脈産業研究を行っており、移民ネットワーク形成プ
ロセスなどの歴史的な視点が含まれていた。また、国内の自動車静脈産業についても研究分
担者（外川）によるものなど、大正期からの展開に触れた研究はいくつかあった。ただし、
それらの多くは歴史研究そのものではないことから、産業の地理的な展開過程を時間軸か
ら俯瞰したものが必要となっていた。さらに、ちょうど本研究申請時期に、日本の自動車静
脈産業に係る老舗企業へのインタビュー調査を開始しており、本研究はこれに接続するも
のでもあった。この研究を継続し、さらに定量的分析の観点をくわえることで、経済・人文
地理学的なアプローチから静脈産業の発展過程、立地変容を描くことができるようになる
と考えた。以上が本研究開始当初の研究背景である。 
 
２．研究の目的 
自動車静脈産業は発生した廃車から中古部品や再生資源を生産する産業である。従って、
その立地は、廃車発生状況、上流（ディーラーなど）・下流産業（整備業者、電炉など）と
の位置関係、道路網、情報技術の発展も含めた企業間のネットワークのあり方、といったこ
とに大きく左右される。自動車解体業・鉄スクラップ業を中心とした自動車静脈産業の歴史
的な展開過程の中で、どのような要因が立地を左右したのかを定性的・定量的に分析するこ
とが求められていた。そこで、本研究では、インタビューや雑誌記事、業界紙を中心とした
新聞記事等を通じて、この産業における企業立地の特徴や推移を明らかにし、その背景要因
を探ることを目的とした。 
 
３．研究の方法 
定性的分析については、現地調査や業界紙により立地の変遷や業態変化、ネットワーク化の
状況等の情報を収集した。定量的データについては、職業別電話帳や自動車リサイクルシステム
ホームページを用いて GISデータを作成し、分析することを追究した。またこのデータにつ
いても業界紙や現地調査等からの裏付けを行う方法も用いた。当初、古参企業へのインタビ
ュー・座談会を行うことを想定していたが、計画が多少遅れていたところにコロナ禍が重複
したために、これらの方法を用いることを断念した。 
 
４．研究成果 
本研究の代表的業績を紹介して成果報告に代える。 
 立地理論に関わる研究については、浅妻・外川（2018）がある。中古品の経済的属性から、国
際化を伴う自動車解体業の立地変容を説明したものである。自動車解体業に関しては、その「中
古品」の経済的属性に基づく集積（ないしは分散）因子による説明も可能であること、廃車処理
を取り巻く社会環境（地価、NIMBY 産業化、廃車発生台数増加＝輸出圧力の増大、等々）の変化
により、各因子の機能の仕方が異なり、とりわけ国際化（＝輸出増大、海外バイヤーの優位性）
がここに大きく作用していること、などに言及した。 
本研究は歴史研究であったが、コロナ禍、ウクライナ情勢はまさにこの産業を取り巻く環境の
歴史的転換点であり、立地の現状分析にも注力した。コロナ禍明けに実施した関東や北海道の現
地調査（今後論文化を予定）からは、上記の国際化の要因が大きく立地変容に作用していること
がわかった。この情勢下、移民系企業の展開が目立っている。データの制約はあるものの、千葉・
栃木・茨城といった県では、自動車解体業者数そのものも増加しているが、移民系企業（外国人
事業者）の割合が 5割を超えている（推計値）。現地調査から、輸出向けが強い大規模オークシ
ョン会場に近接するこれら地域には、商材調達の容易性の点から立地件数が増加したために起
こった現象であると結論づけた。オークションは会員にさえなっていれば、商材の調達は国籍問
わず可能であり、日系事業者以上に、オークション会場が立地誘因となっているのである。一方、
この間の調査で、埼玉県に古くから展開していたパキスタン人中古車輸出業者もオークション
会場への近接性をメリットとしていたことを重ねて確認してきた。北海道でも貿易港近辺の立
地から、オークション会場近辺へと中古車輸出業者の移動を確認している。改めてオークション
会場と移民系企業の立地の関係性について追究する必要性がこの研究を通じて明らかとなった。 
 静脈産業立地の歴史的展開については 2017 年に刊行した『自動車リユースとグローバル市場』
をはじめ、この間の研究で断片的に触れてきたが、研究期間を通じ、中古品の供給制約・情報の
非対称性・小規模資本（ニッチ産業）という中古品の経済的属性が密接に関係していることが推
測できた。また、この観点から、国内の立地だけではなく、海外の立地についても追究した。 
浅妻・佐々木・福田（2019）等、スリランカに関する研究では、国際流通を背景とした「流通
のハブ」の存在を明らかにした。コロンボ市の中心部に近い中古部品市場は、1980 年代までは
さほど集積が進んでいなかったが、日本からの中古車（部品）流入量が増大して以降発展し、そ



の後、狭隘化により、郊外へのシフトが進んだ。郊外に立地する業者は資本が大きく、海外から
の中古部品を現地事業者に融通するディストリビューターと機能し、この集積が流通のハブを
形成している。 
ASAZUMA,MUSTAFFA,OKAMOTO(2021)などマレーシアに関する一連の研究でも類似したことを究
明した。クアラルンプール近郊の市場は古くからの歴史を有するが、日本からの輸入中古車（部
品）が増大するプロセスにより郊外での集積へと転化し、同時にその場所は流通のハブとして機
能するようになる。マレーシアの場合には、中継貿易となることから、郊外の集積は港湾近辺に
形成された。ここでは日本の自動車静脈産業と比しても資本規模の大きな企業が展開し、ディス
トリビューターの機能を担っている。型式・年式が多岐に渡る中古部品では、マレーシアに商材
を集め、そこで仕分けすることが経済的合理的なのである。同様の現象は、研究期間前にも実施
していたタイ中古部品市場やシャルジャ中古部品市場でも観察されている。 
『自動車リユースとグローバル市場』等の研究成果では、1970 年代以降の「部品流通ネット
ワーク」の進展により、国内中古部品企業の立地が分散へと転じた一方で、中古品貿易量増大と
ともに、移民系企業（家）が増加し、彼らにとっては、社会関係資本を要因とする「近接性」が
より重視されるため、特定地域への集積現象も観察されたことにも言及した。このような展開に
も「中古品の経済的属性」が大きく作用している。 
 GIS 等の定量的データについては、1960 年代からのデータを収集し、一部を GIS データとし、
地図化した。特に、自動車リサイクルシステム web サイトからはほぼ毎年データを収集し、移民
系企業の増加傾向などを確認したことが重要な成果であった。今後これらを活用して、自動車静
脈産業の立地変動の長期的推移に関する研究を進める予定である。 
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